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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 1 (1)

切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の上の面にあるからです。

ＱからＲは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＱＲは，立方体の前の面にあるからです。

しかし，ＲからＰは，切り口の線を引いてはダメです。

ＲＰは，立方体の内部を通っているからです。

前の面の切り口の線であるＱＲと平行になるように，

後ろの面に切り口の線ＰＳを引きます。

ＳからＲは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＳＲは，立方体の下の面にあるからです。

しかもＳＲは，上の面にある切り口の線であるＰＱと

平行になっています。

これで，切り口の図形である四角形ＰＱＲＳができました。

(次のページへ)
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

辺ＱＲは，上の面に垂直になっています。

このとき，Ｑから上の面のどこに向かって線を引いても，辺ＱＲと垂直になります。

よって，右の図の四角形ＰＱＲＳはどの角も直角となり，

長方形か正方形になります。

辺ＱＲは立方体の 1辺と同じ長さで，辺ＰＱはそれよりも

長いので，四角形ＰＱＲＳは長方形です。よって答えはコです。
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 1 (2)

切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の後ろの面にあるからです。

ＱからＲも，切り口の線を引いてＯＫです。

ＱＲは，立方体の下の面にあるからです。

ＲからＰも，切り口の線を引いてＯＫです。

ＲＰは，立方体の右の面にあるからです。

ＰＱは，直角をはさむ 2辺が 4－1＝ 3 (cm)の直角二等辺三角形の

ななめの辺になっています。

ＱＲ，ＲＰも同じように考えると，ＰＱ，ＱＲ，ＲＰは同じ長さ

です。

したがって三角形ＰＱＲは正三角形になり，答えはオです。
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 1 (3)

切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の左の面にあるからです。

しかし，ＱからＲは，切り口の線を引いてはダメです。

ＱＲは，立方体の内部を通っているからです。

ＲからＰは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＲＰは，立方体の後ろの面にあるからです。

左の面の切り口の線であるＰＱと平行になるように，

右の面に切り口の線ＲＳを引きます。

ＳからＱは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＳＱは，立方体の前の面にあるからです。

しかもＳＱは，後ろの面にある切り口の線であるＲＰと

平行になっています。

これで，切り口の図形である四角形ＰＱＳＲができました。

(次のページへ)

Ａ
Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｂ

Ａ
Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｂ

Ａ
Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｂ

Ｓ

Ａ
Ｑ

Ｒ

Ｐ

Ｂ

Ｓ



- 6 -

演習問題集６上第11回 くわしい解説

もし，ある辺ＰＱが，どこかの面に垂直になっていたら，

このとき，Ｐから面のどこに向かって線を引いても，辺ＰＱと垂直になります。

しかし，今の四角形ＰＱＳＲの場合は，ＰＱ，ＱＳ，ＳＲ，

ＲＰのどの辺も，面に垂直ではありません。

よって四角形ＰＱＳＲには直角になっている角はないので，

四角形ＰＱＳＲは長方形や正方形ではありません。

ところで，ＰＱ，ＱＳ，ＳＲ，ＲＰのどの辺も，右の図の

辺ＱＳのように，ア：イ＝「 4：1ななめ」になっているので，

同じ長さです。

4つの辺の長さが同じで，4つの角はどれも直角ではない四角形といえば，「ひし形」

ですね。

よって答えはケです。
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 1 (4)

切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の上の面にあるからです。

ＱからＲも，切り口の線を引いてＯＫです。

ＱＲは，立方体の右の面にあるからです。

しかし，ＲからＰは，切り口の線を引いてはダメです。

ＲＰは，立方体の内部を通っているからです。

上の面の切り口の線であるＰＱと平行になるように，

下の面に切り口の線ＲＳを引きます。

ＳからＰは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＳＰは，立方体の左の面にあるからです。

しかもＳＰは，右の面にある切り口の線であるＲＱと

平行になっています。

これで，切り口の図形である四角形ＰＱＲＳができました。

(次のページへ)
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

もし，ある辺ＰＱが，どこかの面に垂直になっていたら，

このとき，Ｐから面のどこに向かって線を引いても，辺ＰＱと垂直になります。

今の四角形ＰＱＲＳの場合は，ＰＱは左の面や右の面と

垂直になっていますから，辺ＰＱとＱＲは垂直であり，

辺ＰＱとＳＰも垂直です。

よって，四角形ＰＱＲＳは角がどれも直角ですから，

長方形か正方形になります。

辺ＰＱ，ＱＲ，ＲＳ，ＳＰはどれも立方体の 1辺と同じ長さ

ですから，四角形ＰＱＲＳは正方形になり，答えはサです。
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 1 (5)

切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＲは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＰＲは，立方体の左の面にあるからです。

ＲからＱも，切り口の線を引いてＯＫです。

ＲＱは，立方体の後ろの面にあるからです。

しかし，ＰからＱは，切り口の線を引いてはダメです。

ＰＱは，立方体の内部を通っているからです。

後ろの面の切り口の線であるＲＱと平行になるように，

前の面に切り口の線ＰＳを引きます。

ＳからＱは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＳＱは，立方体の右の面にあるからです。

しかもＳＰは，左の面にある切り口の線であるＰＲと

平行になっています。

これで，切り口の図形である四角形ＰＱＲＳができました。

(次のページへ)
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

もし，ある辺ＰＱが，どこかの面に垂直になっていたら，

このとき，Ｐから面のどこに向かって線を引いても，辺ＰＱと垂直になります。

しかし，今の四角形ＰＲＱＳの場合は，ＰＱ，ＱＳ，ＳＲ，

ＲＰのどの辺も，面に垂直ではありません。

よって四角形ＰＲＱＳには直角になっている角はないので，

四角形ＰＲＱＳは長方形や正方形ではありません。

ところで，辺ＲＱと辺ＳＰは，右の図の辺ＳＰのように，

ア：イ＝「 4：1ななめ」になっているので，同じ長さです。

また，辺ＰＲと辺ＳＱは，右の図の辺ＰＲのように，

ウ：エ＝「 3：4ななめ」になっているので，同じ長さです。

辺ＲＱと辺ＳＰは同じ長さで，辺ＰＲと辺ＳＱは同じ長さです。

また，辺ＲＱと辺ＰＲの長さはちがいます。

よって，四角形ＰＲＱＳは，「向かい合った辺の長さは同じだが，

となり合った辺の長さはちがう」のですから，平行四辺形です。

したがって，答えはクです。
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 1 (6)

切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＲは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＰＲは，立方体の下の面にあるからです。

ＲからＱも，切り口の線を引いてＯＫです。

ＲＱは，立方体の左の面にあるからです。

しかし，ＰからＱは，切り口の線を引いてはダメです。

ＰＱは，立方体の内部を通っているからです。

下の面の切り口の線であるＰＲと平行になるように，

上の面に切り口の線ＱＳを引きます。

ＳからＰは，切り口の線を引いてＯＫです。

ＳＰは，立方体の前の面にあるからです。

四角形ＰＲＱＳにおいて，辺ＰＲと辺ＱＳは平行です。

しかし辺ＲＱと辺ＳＰは，左の面と前の面にあるので

平行ではありません。

1組だけ平行なのですから，四角形ＰＲＱＳは台形になり，

答えはキです。
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 2 (1)

切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

前の面と後ろの面は平行なので，切り口の線も平行です。

よって，右の図の 2本の太線は平行になっています。

右の図のア：5 cmは，12 cm：5 cm＝ 12：5です。

よって，イ：ａも 12：5になり，イは 12 cmなのでウは5 cm
です。

よってａは，12－5＝ 7 (cm)です。

5cm

ａ

5cm

ａ

ア

イ

ウ
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 2 (2)

切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

上の面と下の面は平行なので，切り口の線も平行です。

よって，右の図の 2本の太線は平行になっています。

右の図の 8 cm：アは，8 cm：12 cm＝ 2：3です。

よって，ｂ：6 cmも 2：3になり，ｂ＝6÷3×2＝ 4 (cm)です。

8cm

ｂ 6cm

ア
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 2 (3)

右の図の(△＋▲)と，(☆＋★)は等しいことをおぼえておきましょう。

この問題の場合は，( 5 cm＋ 6 cm)と，(ア＋ 3 cm)は等しいことになり，

5 cm＋ 6 cm＝ 11 cmですから，ア＋ 3 cmも 11 cmなので，

ア＝ 11－3＝ 8 (cm)です。

立方体の 1辺は 12 cmですから，ｃ＝ 12－8＝ 4 (cm)です。

ｃ

△

★

▲

☆

ｃ

5cm

3cm

6cm

ア
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 2 (4)

切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

前の面と後ろの面は平行なので，切り口の線も平行です。

よって，右の図の 2本の太線は平行になっています。

右の図のア：イは，(12－9)：(12－8)＝ 3：4です。

よって，ウ：エも 3：4で，ウは 12－6＝ 6 (cm)ですから，

エ＝ 6÷3×4＝ 8 (cm)です。

したがって，ｄ＝ 12－エ＝12－8＝ 4 (cm)です。

ア

6cm

9cm

8cm
ｄ

イ

ウ

エ
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 2 (5)

切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

前の面と後ろの面は平行なので，切り口の線も平行です。

よって，右の図の 2本の太線は平行になっています。

右の図の 8 cm：アは，8：12＝ 2：3です。

よって，イ： 6 cmも 2：3ですから，イ＝ 6÷3×2＝ 4 (cm)です。

ｅ＝ 12－イ＝ 12－4＝ 8 (cm)です。

また，下の面と上の面は平行なので，切り口の線も平行です。

よって，右の図の 2本の太線は平行になっています。

右の図の 8 cm：ウは，8：12＝ 2：3です。

よって，エ：オも 2：3です。

エ＝ 12－8＝ 4 (cm)ですから，オ＝4÷2×3＝ 6 (cm)です。

ｆ＝ 12－オ＝ 12－6＝ 6 (cm)です。

8cm

ｅ

6cm

ｆ

イ

ア

8cm

6cm

ｆ

4cm 8cm
ウ

エ
オ
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 2 (6)

切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

下の面と上の面は平行なので，切り口の線も平行です。

よって，右の図の 2本の太線は平行になっています。

右の図のイ：4.8 cmは，(12－9)：4.8＝ 3：4.8＝ 5：8です。

よって，ｇ：アも 5：8ですから，ｇ＝ 12÷8×5＝ 7.5 (cm)です。

また，右の面と左の面は平行なので，切り口の線も平行です。

よって，右の図の 2本の太線は平行になっています。

右の図のウ：9 cmは，12：9＝ 4：3です。

よって，エ：オも 4：3です。

オ＝ 12－7.5＝ 4.5 (cm)ですから，エ＝ 4.5÷3×4＝ 6 (cm)です。

ｈ＝ 12－エ＝ 12－6＝ 6 (cm)です。

4.8cm

ｇ

ｈ 9cm

ア

イ

4.8cm

ｈ
9cm

7.5cm

ウ
エ

オ



- 18 -

演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 3 (1)

まず，Ｐ，Ｑ，Ｒを通る切り口の平面を求めます。

ＰからＱまでは，線を引いてＯＫです。というか，

引いてあります。

ＱからＲまでは，立方体の内部を通るので引いては

ダメです。

ＲからＰまでは，上の面を通るので，引いてＯＫです。

上の面と下の面は平行なので，切り口の線も平行です。

右の図のように，切り口の四角形ＰＱＳＲができます。

Ａをふくむ立体は，右の図の斜線部分のような三角柱

になります。

この三角柱の体積は，

(5－3)×5÷2× 5 ＝ 25 (cm3)です。

底面の三角形 高さ

1
注意 「三角すい」だと思って， をしてしまうミスが多いです。注意しましょう。

3

Ｐ

Ａ

Ｑ

Ｒ 3cm

Ｐ

Ａ

Ｑ

Ｒ 3cm

Ｓ

Ｐ

Ａ

Ｑ

Ｒ 3cm

Ｓ
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 3 (2)

まず，Ｐ，Ｑ，Ｒを通る切り口の平面を求めます。

ＰからＱまでは，右の面を通るので，引いてＯＫです。

ＱからＲまでは，上の面を通るので，引いてＯＫです。

ＲからＰまでは，後ろの面を通るので，引いてＯＫです。

Ａをふくまない方の立体は，右の図の斜線部分のような
．．．．．

三角すいになります。

この三角すいの体積は，

1
4×3÷2 × 5 × ＝ 10 (cm3)です。

3

底面の三角形 高さ

よって，Ａをふくむ方の立体は，5×5×5－10＝ 115 (cm3)です。
．．．

立方体

Ｐ

Ａ Ｑ

Ｒ 4cm

3cm

Ｐ

Ａ Ｑ

Ｒ 4cm

3cm
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 3 (3)

まず，Ｐ，Ｑ，Ｒを通る切り口の平面を求めます。

ＰからＱまでは，前の面を通るので，引いてＯＫです。

ＰからＲまでは，左の面を通るので，引いてＯＫです。

ＲからＱまでは，立方体の内部を通るので，切り口の線を引いてはダメです。

ＰＲと平行になるように，右の面にＱから切り口の線を引きます。

ＰからＲに向けて 1 cm下がっているので，ＱからＳに向けても

1 cm下がるように引きます。

よって右の図のアの長さは，3＋1＝ 4 (cm)です。

ＳからＲまでは，後ろの面を通るので，切り口の線を引いて

ＯＫです。

Ａをふくむ立体は，右の図の斜線部分のような立体です。

Ａをふくむ立体の体積を求めるためには，右の図のかげを

つけた正方形を底面にして，高さをイとウの平均にします。

正方形の 1辺は 5 cmですから，正方形の面積は，5×5＝ 25 (cm2)

です。

イは 5 cmで，ウは 5－4＝ 1 (cm)ですから，イとウの平均は，(5＋1)÷2＝ 3 (cm)です。

よってＡをふくむ立体の体積は， 25 × 3 ＝ 75 (cm3)です。

底面積 高さ

Ｐ

Ａ

Ｑ

Ｒ

3cm

1cm

Ｓ

Ｐ

Ａ

Ｑ

Ｒ

3cm

1cm

ア

Ｓ

Ｐ

Ａ

Ｑ

Ｒ

3cm

1cm

ア

Ｓ

Ｐ

Ａ

Ｑ

Ｒ

3cm

1cm

4cm

ウイ

Ｓ

Ｐ

Ａ

Ｑ

Ｒ

3cm

1cm

4cm

ウイ
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 4

立体ア 底面を半径 4 cmの円にします。

高さを，14 cmと 6 cmの平均の，(14＋6)÷2＝ 10 (cm)にします。

よってこの立体の体積は，4×4×3.14× 10 ＝ 502.4 (cm3)です。

底面積 高さ

立体イ 底面を三角形ＡＢＣにします。

高さを，12 cmと 8 cmと 4 cmの平均の，(12＋8＋4)÷3＝ 8 (cm)にします。

よってこの立体の体積は，6×10÷2× 8 ＝ 240 (cm3)です。

底面積 高さ

立体ウ 底面を三角形ＡＢＣにします。

高さを，7 cmと 0 cmと 11 cmの平均の，(7＋0＋11)÷3＝ 6 (cm)にします。

よってこの立体の体積は，6×10÷2× 6 ＝ 180 (cm3)です。

底面積 高さ

注意 高さを，7 cmと 11 cmの平均の，(7＋11)÷2＝ 9 (cm)にしやすいので注意しま

しょう。
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 5

切り口は，右の図の太線のような形になります。

最も上の段から最も下の段まで切り分けると右の図のように

なり，どの段も切られている形は同じです。

どの段も，上から見ると右の図のように切られています。

どの段も，切られているのは右の図の斜線をつけた立方体です。

よってどの段も，4個ずつ切られています。

4段とも，4個ずつ立方体が切られているのですから，全部で 4×4＝ 16 (個)の立方体

が切られています。
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ① 6

(1) 小さい方の立体は，三角すいＱＡＰＲで，底面をＡＰＲにすると，三角すいの高さ

はＡＱです。

辺ＡＰは 12÷2＝ 6 (cm)で，辺ＡＲも6 cmです。

よって底面積は 6×6÷2＝ 18 (cm2)で，三角すいの高さは 12 cmですから，この三角す

1
いＶの体積は，18×12× ＝ 72 (cm3)です。

3

(2) 立体Ｖ は広げると となるので，1辺が 12 cmの正方形

の面積を求めればＯＫです。

よって答えは 12×12＝ 144 (cm2)です。

(3) 切り口の面積は，右の図のしゃ線部分ですから，

12×12－6×6÷2－12×6÷2×2＝ 54 (cm2)です。

3
参考 右の図のしゃ線部分の面積は正方形の になることを

8
おぼえておくとラクです。

(4) この立体の体積は，(1)で求めた通り 72 cm3です。

また，切り口の面を底面にするのですから，底面積は(3)で求めた通り 54 cm2です。

1 1
「底面積×高さ× ＝三角すいの体積」ですから，54×高さ× ＝ 72となり，

3 3

1
高さ＝ 72÷ ÷54＝ 4 (cm)です。

3

1
参考 こういう問題の答えは，1辺の になることをおぼえておくと超ラクです。

3

6cm

6cm

6cm 6cm

12cm

12cm
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ② 1 (1)

このような問題の場合は，立方体の 1辺を 6 cmにすると計算しやすくなります。

3点Ａ，Ｃ，Ｈを通る切り口の面は，右の図の太線のように

なります。

Ｄをふくむ立体は，右の図の斜線部分のような三角すいです。

この三角すいの体積は，

1
6×6÷2 × 6 × ＝ 36 (cm3)です。

3

底面の三角形 高さ

36 1
もとの立方体の体積は 6×6×6＝ 216 (cm3)ですから， ＝ (倍)です。

216 6

Ａ

Ｃ

Ｈ

Ｄ
6cm

6cm

6cm

Ａ

Ｃ

Ｈ

Ｄ
6cm

6cm

6cm
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ② 1 (2)

このような問題の場合は，立方体の 1辺を 6 cmにすると計算しやすくなります。

3点Ｇ，Ｐ，Ｑを通る切り口の面は，右の図の太線のように

なります。

Ｄをふくむ立体は，右の図の斜線部分のような四角柱です。

この四角柱の体積は，

(3＋6)×6÷2 × 6 ＝ 162 (cm3)です。

底面の台形 高さ

162 3
もとの立方体の体積は 6×6×6＝ 216 (cm3)ですから， ＝ (倍)です。

216 4

別解 立方体の前の面は のようになっています。

3
のように分けると，斜線部分は全体の (倍)であることがわかります。

4

Ｐ

Ｇ

Ｑ
Ｄ

6cm

6cm

6cm

Ｐ

Ｇ

Ｑ
Ｄ

6cm

6cm

6cm

○ ○

○○
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ② 1 (3)

このような問題の場合は，立方体の 1辺を 6 cmにすると計算しやすくなります。

3点Ｅ，Ｐ，Ｒを通る切り口の面は，右の図の太線のように

なります。

Ｄをふくまない方の立体は，右の図の斜線部分のような
．．．．．

三角すいです。

この三角すいの体積は，

1
3×3÷2 × 6 × ＝ 9 (cm3)です。

3

底面の三角形 高さ

もとの立方体の体積は 6×6×6＝ 216 (cm3)ですから，Ｄをふくむ方の立体の体積は，
．．．

216－9＝ 207 (cm3)です。

207 23
よって，Ｄをふくむ立体の体積は，もとの立方体の体積の， ＝ (倍)です。

216 24

9 1
参考 三角すいの体積は 9 cm3ですから，もとの立方体の体積の ＝ です。

216 24

1 23
よって，1－ ＝ (倍)と求めてもＯＫです。

24 24

Ｐ

Ｅ

Ｒ
Ｄ

6cm

6cm

6cm

Ｐ

Ｅ

Ｒ
Ｄ

6cm

6cm

6cm
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ② 1 (4)

3 点Ａ，Ｇ，Ｑを通る切り口の面は，右の図の太線のように

なります。

Ｄをふくむ方の立体と，Ｄをふくまない方の立体は，

まったく同じ大きさです。

1
よって，Ｄをふくむ方の立体の体積は，もとの立方体の体積の， 倍になります。

2

Ｑ

Ａ

Ｇ

Ｄ
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ② 2 (1)

3 点Ｉ，Ｊ，Ｋを通る切り口の面は，右の図

のようになります。

辺ＩＫが点Ｉから点Ｋまで進むとき，

9－6＝ 3 (cm)だけ左に近寄ります。

よって辺ＪＬが点Ｊから点Ｌまで進むときも，

3 cmだけ左に近寄ります。

ＤＪは 6 cmだったので，ＨＬは，6－3＝ 3 (cm)

です。

Ｅ

6cm

6cm

6cm

6cm

9cmＡ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｉ

16cm

Ｌ

Ｅ

6cm

6cm

6cm

6cm

9cmＡ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｉ

16cm

Ｌ

Ｅ

6cm

6cm

6cm

6cm

9cmＡ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｉ

16cm

Ｌ
3cm
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ② 2 (2)

切り分けられた立体のうち，頂点Ａをふくむ

立体は，右の図の斜線部分の立体です。

この立体の底面を左の面とすると，その

面積は，6×6＝ 36 (cm2)です。

高さを，ＡＩとＨＬの平均にして，

(9＋3)÷2＝ 6 (cm)にします。

注意 高さを，ＤＪとＥＫの平均にしてもＯＫです。

底面積は 36 cm2で，高さは 6 cmですから，この立体の体積は，36×6＝ 216 (cm3)です。

Ｅ

6cm

6cm

6cm

6cm

9cmＡ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｉ

16cm

Ｌ
3cm
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ② 2 (3)

切り口の面は 2つの立体のどちらにもふくま

れるので，表面積の差には影響しないことに

注意しましょう。

このような表面積の差を求める問題の場合

は，「全小大差」という求め方をすると，計

算ミスを減らすことができます。

「全」とは，全体の表面積のことです。

「小」は，小さい方の立体の表面積のことです。ただし，切り口の面積は求めません。

「大」は，大きい方の立体の表面積のことです。やはり切り口の面積は求めません。

「差」は，「小」と「大」の表面積の差を求めることです。

まず，「全」から求めます。全体の直方体の

表面積ですね。

正方形が 2面と，長方形が 4面ありますから，

6×6×2＋ 6×16×4＝ 456 (cm2)です。…「全」

正方形 長方形

次に，「小」を求めます。右の図の斜線部分

の表面積ですね。

6×6＋ (9＋6)×6÷2＋ (3＋6)×6÷2＋ (6＋3)×6÷2＋ (6＋9)×6÷2

左の面 前の面 下の面 後ろの面 上の面

＝ 36 ＋ 45 ＋ 27 ＋ 27 ＋ 45

＝ 180 (cm2)です。…「小」

次に，「大」を求めます。

「全」は456 cm2で，「小」は 180 cm2ですから，「大」は，456－180＝ 276 (cm2)です。…「大」

最後に，「差」を求めます。

「小」は 180 cm2で，「大」は 276 cm2ですから，「差」は，276－180＝ 96 (cm2)です。…「差」

Ｅ

6cm

6cm

6cm

6cm

9cmＡ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｉ

16cm

Ｌ
3cm

Ｅ

6cm

6cm

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

16cm

Ｅ

6cm

6cm

6cm

6cm

9cmＡ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｉ

16cm

Ｌ
3cm
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ② 3 (1)

3 点Ａ，Ｂ，Ｃを通る平面で切ると，右の図のようになります。

スライスして 3段に分けると右の図のようになりますが，

このままでは切り口の線が足りません。

足りない線を補充すると，右の図のようになります。

たとえば，真ん中の段の を上から見た図にすると，

のようになります。

真ん中の段の場合， の 3個の小立方体が切られています。

(次のページへ)

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

イ

ア

ウ

エ ウ エ

イ
ア

○

○

○
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

同じようにして，上の段・真ん中の段・下の段の

ようすを表すと右の図のようになります。

切られた小立方体は，上の段が 1個，真ん中の段が

3個，下の段が 5個ですから，全部で，1＋3＋5＝ 9 (個)

です。

Ａ

Ｃ

Ｂ ○

○

○

○

○

○

○

○

○
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ② 3 (2)

ＤからＥには(左の面を通っているので)切り口の線を引いて

ＯＫです。

ＥからＦも，(前の面を通っているので)切り口の線を引いて

ＯＫです。

ＤからＦは，立方体の内部を通っているので切り口の線を引

いてはいけません。

左の面と右の面は平行ですから，切り口の線も平行です。

図のように，ＦからＧまで切り口の線を引くことができます。

ＧからＤも，(上の面を通っているので)切り口の線を引いて

ＯＫです。

この切り口の図を，スライスした図に書く方法を，少しずつ

説明していきます。

上の段の場合は，点Ｄと点Ｇが見えます。

ＤからＧまで線を引きます。

また，Ｇからアまでの切り口の線も，上の段

に存在しています。

(次のページへ)

Ｆ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｄ

Ｅ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｅ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｅ

Ｇ

Ｄ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｅ

Ｇ

Ｄ

Ｇ

ア ア
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

上の段の下の面(斜線部分)には，アから切り口の

線を引きます。

上の面と下の面は平行なので，ＤＧと平行にな

るように，アからイまで線を引きます。

Ｄとイまで切り口の線を書いて，上の段のでき上がりです。

切り口の線アイは，上の段の場合は下の面に書いてありますが，

真ん中の段の場合は上の面に書くことになります。

よって，真ん中の段での切り口の線は右の図の

ようになります。

下の段での切り口の線は右の図のようになります。

上の段では 6個の小立方体が切り取られ，

真ん中の段でも 6個の小立方体が切り取られ，

下の段では 3個の小立方体が切り取られますから，

全部で 6＋6＋3＝ 15 (個)の小立方体が切り取られることになります。

Ｄ

Ｇ

ア

Ｄ

Ｇ

ア
イ

イ

ア

Ｄ

Ｇ

ア

イ

イ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

Ｄ

Ｇ

ア

イ
○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ② 4

切り口は右の図の太線のようになります。

切り口よりも左側の立体の底面をアとし，

切り口よりも右側の立体の底面をイとすると，

アとイは同じ底面積ですから，立体の体積は，

「高さの平均」で決まります。

右の図のウは 8＋6＝ 14 (cm)です。

エは 14－7＝ 7 (cm)です。

オは 14－11＝ 3 (cm)です。

Ａをふくむ立体の「高さの平均」は，

(8＋7＋11)÷3 で求められます。

Ａをふくまない方の立体の「高さの平均」は，

(6＋7＋3)÷3 で求められます。

どちらも「÷3」があるので，比を求めるためには「÷3」をしなくてもＯＫです。

よって，Ａをふくむ方とふくまない方の体積の比は，

(8＋7＋11)：(6＋7＋3)＝ 26：16＝ 13：8です。

Ａ Ｐ

Ｑ

Ｒ

6cm

7cm

11cm

8cm

Ａ Ｐ

Ｑ

Ｒ

6cm

7cm

11cm

8cm

ア イ

Ａ Ｐ

Ｑ

Ｒ

6cm

7cm

11cm

8cm

ウ

オ

エ

Ａ Ｐ

Ｑ

Ｒ

6cm

7cm

11cm

8cm

7cm

3cm
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ② 5 (1)

ＰからＥまでは(前の面を通っているので)切り口の線を引いて

ＯＫです。

ＥからＧまでは(下の面を通っているので)切り口の線を引いて

ＯＫです。

しかしＰからＧまでは(立方体の内部を通っているので)切り口

の線を引いてはいけません。

立方体の上の面と下の面は平行なので，切り口の線も平行です。

ＢＣの真ん中の点を点Ｑとすると，ＰＱはＥＧと平行なので，

引いてＯＫです。

ＱからＧまでは(右の面を通っているので)切り口の線を引いて

ＯＫです。

頂点Ｂをふくむ立体は，右の図のような「三角すい台です。」

長さは，右の図のようになっています。

(次のページへ)

Ｅ

Ａ

Ｇ

Ｄ

Ｐ
Ｂ

Ｃ

Ｆ

Ｈ

Ｅ

Ａ

Ｇ

Ｄ

Ｐ
Ｂ

Ｃ

Ｆ

Ｈ

Ｑ

Ｅ

Ａ

Ｇ

Ｄ

Ｐ
Ｂ

Ｃ

Ｆ

Ｈ

Ｑ

Ｅ

Ｇ

Ｐ
Ｂ

Ｆ

Ｑ

Ｅ

Ｇ

Ｐ
Ｂ

Ｆ

Ｑ

6cm
6cm

6cm

3cm
3cm
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演習問題集６上第11回 くわしい解説

「三角すい台」の体積を求めるには，右の図のように

線を伸ばして，

「大三角すい－小三角すい」として求めます。

「大三角すい」や「小三角すい」の体積を求めるには，

右の図のアの長さを求めなければなりません。

右の図の斜線部分の「クロス形」を利用して求めます。

ＡＰは 3 cmでＢＰも 3 cmなので，1：1です。

ＡＥは 6 cmで 1：1なので，アも 6 cmです。

(次のページへ)

Ｅ

Ｇ

Ｐ
Ｂ

Ｆ

Ｑ

6cm
6cm

6cm

3cm
3cm

Ｅ

Ｇ

Ｐ
Ｂ

Ｆ

Ｑ

6cm
6cm

6cm

3cm
3cm

Ｅ

Ｇ

Ｐ
Ｂ

Ｆ

Ｑ

6cm
6cm

6cm

3cm
3cm

＝ －
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1 1
＝ 6×6÷2×(6＋6)× － 3×3÷2× 6 ×

3 3

底面積 高さ 底面積 高さ

＝ 72 － 9

＝ 63 (cm3)
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ステップ② 5 (2)

立体Ｖの切り口は，右の図の斜線部分です。

まず，右の三角すいの切り口の面積を考えてみます。

展開図は右のようになっています。

斜線部分の面積を求めるには，正方形から白い部分を引くことに

よって求められますが，「ステップ① 6 」の解説で書いたように，

3
「正方形の 」であることをおぼえておくと，計算がラクです。

8

正方形の面積は 6×6＝ 36 (cm2)なので，この三角すいの切り口の面積は，

3
36× ＝ 13.5 (cm2)です。

8

三角すいの切り口の面積は 13.5 cm2ですが，

求めたいのは，三角すい台の切り口の面積です。

三角すいの切り口は となっていますが，

三角すい台の切り口は となっていて，三角すいの切り口の 3枚ぶんです。

よって三角すい台の切り口の面積は，13.5×3＝ 40.5 (cm2)です。
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Ｑ
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ステップ③ 1

すぐるで「えんぴつ形」と名付けている三角形の面積の求め方があります。

イ エ
右の図の斜線部分の面積は，全体の三角形の面積の × に

ア ウ

なる，という求め方です。

立体の場合も，「えんぴつ形」が利用できます。

右の図の斜線部分の体積は，全体の三角すいの体積の

イ エ カ
× × になります。

ア ウ オ

1
三角すいＯＡＢＣの体積は，6×8÷2×(4＋2)× ＝ 48 (cm3)

3

です。

点Ｅ，点Ｆはそれぞれ辺ＯＢ，辺ＯＣの真ん中の点

なので，右の図の斜線部分の立体の体積は，三角すい

1 1 4 1
ＯＡＢＣの体積の， × × ＝ になります。

2 2 4＋2 6

1
三角すいＯＡＢＣの体積は 48 cm3ですから，斜線部分の体積は，48× ＝ 8 (cm3)です。

6

ア
イ

ウ

エ

ア

イ
エ

ウ

オ
カ
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6cm 8cm
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Ｅ
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ステップ③ 2

3点Ｂ，Ｄ，Ｅを通る平面と，

3点Ｍ，Ｎ，Ｆを通る平面とを重ねて書くと，

右の図のようになります。

この問題のような，「平面と平面が重なる」問題の場合は，

① 2交点をさがす。

② その 2交点を直線で結ぶ。

という解き方をします。

2交点は，右の図の★と★です。

(次のページへ)
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その 2交点を直線で結ぶと，右の図のようになり

ます。

頂点Ａをふくむ立体は，右の図の斜線部分です。

取り出すと， という形を

しています。

この立体は四角すいです。この体積を求めるた

めには，底面積(右の図のかげをつけた部分)を求

める必要があります。

上の面だけを書くと，底面積がわかってきます。

右の図の点Ｐは正方形ＡＢＣＤの真ん中の点ですか

ら，ＭＰの長さは 8÷2＝ 4 (cm)で，ＭＡの長さも4 cm

です。

よって台形ＭＡＢＰの面積は (4＋8)×4÷2＝ 24 (cm2)です。

頂点Ａをふくむ立体は四角すいで，底面積は 24 cm2で，高さは 6 cmですから，体積は，

1
24×6× ＝ 48 (cm3)です。

3

6cm

8cm

8cm

Ｄ

Ｆ

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｇ
Ｈ

Ｎ
Ｍ

6cm

8cm

8cm

Ｄ

Ｆ

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｇ
Ｈ

Ｎ
Ｍ

6cm

Ａ

Ｅ

Ｍ

Ｂ
8cm

6cm

8cm

8cm

Ｄ

Ｆ

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｇ
Ｈ

Ｎ
Ｍ

Ｐ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｃ

ＮＭ

8cm

8cm



- 43 -

演習問題集６上第11回 くわしい解説

ステップ③ 3 (1)

ＡからＢまでは(上の面を通っているので)線を引いて

ＯＫです。

ＡからＣまでは(前の面を通っているので)線を引いて

ＯＫです。

もし，右下の立方体がなかったとしたら，ＣからＢま

で線を引くことができますから，

右の図のＢからＥまで線を引くことができます。

Ｅは辺の真ん中の点です。

(次のページへ)
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上の面と下の面は平行なので，切り口の線も平行です。

ＡＢと平行になるように下の面にＣから線を引き，

ＣＦとします。

同じように，ＥからＡＢと平行になるように線を引き，

ＥＧとします。

ＦからＧまでは，(後ろの面を通っているので)線を引いて

ＯＫです。

切り口の辺は，ＡＣ，ＣＦ，ＦＧ，ＧＥ，ＥＢ，ＢＡの

6本あります。
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ステップ③ 3 (2)

の奥の方の立体と， の奥の方の立体の2つに

分けて求めていきます。

の奥の方の立体は，全体から手前の立体を引くことによって求めます。

手前の立体は三角すいですから，奥の方の立体の体積は，

1
6×6×12－6×6÷2×12× ＝ 432－72＝ 360 (cm3)です。…(ア)

3

の奥の方の立体は という三角すい台です。

1 1
＝ 6×6÷2×12× －3×3÷2×6×

3 3

＝ 63 (cm3)…(イ)

(次のページへ)
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(ア)，(イ)により， の奥の方の立体の体積は 360 cm3で，

の奥の方の立体の体積は 63 cm3ですから，

の奥の方の立体の体積は，360＋63＝ 423 (cm3)です。
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ステップ③ 3 (3)

右の図の斜線部分の面積を求める問題です。

斜線部分を， と に分けて求めます。

の方は，三角すい の切り口の面で，展開図は

となります。

3
「ステップ① 6 」と同じように，正方形の の面積になることを利用すればラクに

8

3
なり，(12×12)× ＝ 54 (cm2)です。…(ア)

8

の方は，(ア)で求めた を と分けると，

3
の が (ひっくり返して になる)ですから，
4

3
54× ＝ 40.5 (cm2)…(イ)

4

(ア)，(イ)により，答えは 54＋40.5＝ 94.5 (cm2)です。
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